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あさお希望のシナリオプロジェクト

令和３年３月２８日 麻生区役所

かきまるくん

町会・自治会
との意見交換

有識者会議

2017
年度

2018
年度

市 検討会議ワークショップ

かわさき市 
アンケート

区 会議委員
アンケート

町内会・自治会
アンケート

まちづくり推進
組織関係者WS

全市シンポジウム

７区で実施し、
延べ210名参加

市 91名が参加

川崎市共に支え合う地域づくり検討委員会2017年
3月

「参加と協働による地域課題の
解決の新たなしくみ」が必要
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市 検討会議ワークショップにおける主な意見
地域レベルの取組について

参加しやすいゆるやかなコミュニティス
ペース（小さな単位での居場所）が必要

既存施設（こ文、公園、空き家、町内会館、
マンションの交流スペースなど）の活用

地域の居場所「まちのひろば」の創出

地域レベル「まちのひろば」の創出

・参加のきっかけとなる地域の居場所
・誰もが気軽に集える出会いの場
・地域の課題解決の場 など

・公共施設の地域化（庁舎、学校、いこいの家、こ文など）
・ 間地域資源やオープンスペースの活 
・ＳＮＳ上のコミュニティ など

市 検討会議ワークショップにおける主な意見
区域レベルの取組について

区域の「ソーシャルデザインセンター」の創出

地域に有償のコーディネーターが必要

市 活動や企業団体をつなぐ
中間支援（組織）が必要

区域レベル
「ソーシャルデザインセンター」の創出

地域での新しい活動や価値を産み
社会変革を促す基盤（プラットフォーム）

・人や団体、企業、資源、活動をつなぐコーディネート
機能とプロデュース機能
・支援のニーズ（活動支援、資金助成、相談、情報収
集）とメニューの効果的なマッチング
・人材育成（地域の担い手や社会的起業家など）
・地域メディアやソーシャルメディアを活用した情報の
受発信
・新たな参加、交流のきっかけづくり
・各区の特性に応じて必要とされる機能 など
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「基本的考え方」を踏まえ、プロジェクト開始！！

これからのコミュニティ施策
の基本的考え方

あさお希望のシナリオ
プロジェクト

2020年１月~2019年３月

2020年1月26日 キックオフミーティング

・「10年後の麻生区のまちがこうだったら
いいな・こうしたいな」の意見交換
・あさお希望のシナリオプロジェクトの取
組目標としてのキャッチフレーズの検討

75人
参加
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2月9日・16日 テーマ別第１回検討会

テーマ① 地域のプレーヤーにな
ろう・育てよう

・「多世代交流」「交流機会の創
出」について、「プレーヤーにな
ろう・育てよう」という視点で意
見交換

テーマ② 地域のことをもっと
知ろう・つなごう

・「地域のことをもっと知ろ
う」という視点で、知りたいこ
とや足りないことなどについて
意見交換

2 / 162 / 9

51人
参加

36人
参加

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため

３~６月 活動休止

7月5日・12日 テーマ別第２回検討会

テーマ① 地域のプレーヤーにな
ろう・育てよう

・４つの分野「食育」、「福祉」、
「防災」、「美化」について、や
りたいことなどについて意見交換

テーマ② 地域のことをもっと
知ろう・つなごう

・「身近な交流の場（まちのひ
ろば）」について情報交換

7 / 127/ 5

40人
参加

31人
参加

うち
オンライン9人

うち
オンライン8人

○ 新型コロナウイルス感染拡大の影響で人を集めたイベントが困難
○ 各テーマともやりたいことが 入り混じっていること
○ アンケートにおける意見

メンバーに向けてテーマ合体の提案
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8~10月 第3~５回検討会（テーマ合同）

○ テーマの合体についてメンバー合意
○ 次回、改めて自己紹介を行うことを決定
○ 今後、「まちのひろば」視察を行うことを提案

46人
参加

うち
オンライン7人

8/ 23

○ 自己紹介の実施
○ グループ毎に視察する

「まちのひろば」の検討

9/ 13

51人参加 うち
オンライン9人

○ グループ毎に視察する
「まちのひろば」の決定

10/11

52人参加 うち
オンライン4人

10･11月 まちのひろば視察~第6回検討会（視察報告）

10･11
月

11/15

５グループに分かれて 区内２１か所を視察

まちのひろば視察の発表 麻生中学校生徒による
「麻生の地域学習」成果

発表も実施しました

49人
参加

うち
オンライン8人
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11･12月 ﾘｰﾀﾞｰ・ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ会議~第7回検討会

11/29

12/6 ○ 今後のスケジュールについて検討

○ 世代別グループ検討
テーマ「地域活動に参加する人を増やすためには？」

46人
参加

うち
オンライン8人

視察グループのリーダー・サブリーダーと今後の進め方について意見交換

〇市 活動への参加を促すイベント等の開催を検討
〇ＳＤＣ準備会に向けての枠組み検討

・麻生区らしいSDC機能の洗い出し ・体制の検討
・プロジェクト活動内容の周知に関する検討 等

1~3月

新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため

1~3月 活動休止

本日の検討会について

次第３ 他区ソーシャルデザインセンターの状況について

次第４ 麻生市 交流館やまゆりの活動について

次第５ 「やってみたいこと」（12月アンケート結果）について

次第６ これからの進め方・ＳＤＣに必要な機能について
次第７ グループ検討

情報
共有

検討
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ソーシャルデザインセンター（SDC）とは

「ソーシャルデザインセンター」「まちのひろば」

・相談
・コーディネート
・マッチング
・場づくり支援
・助言
・人材育成支援
・資金調達支援
・課題解決支援
・後方支援 など

  市 交流館やまゆりについて
成り立ち

旧
あ
さ
ひ
銀
行
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
開

発
計
画
の
中
で
、「
（仮
称
）新
し
い
市
⺠

利
用
施
設
」の
建
設
が
計
画

「
（仮
称
）新
し
い
市
⺠
利
用
施
設
市
⺠
検

討
委
員
会
」の
設
置

H14年 H16年 
◎中間支援組織とは？

内閣府『中間支援組織の現状
と課題に関する調査報告』
（2002年）において、「多元社
会における共生と協働という目
標に向かって、地域社会とＮＰ
Ｏの変化やニーズを把握し、人
材、資金、情報などの資源提供
者とＮＰＯの仲立ちをしたり、
また、広義の意味では各種サー
ビスの需要と供給をコーディ
ネートする組織」と定義されて
いますが、行政と地域の間に
立って様々な活動を支援する組
織を指す場合もあります。

H19年

や
ま
ゆ
り
オ
ー
プ
ン
！

基本理念
・  区 が 由に集まり、

交わり、麻生区のコミュニ
ティの核となる場

・  区 がさまざまな活動
を行い、そして活動を支援
していく市 活動の拠点と
なる場

整備方針
・交流機能
・市 活動 援機能
を持たせる

⇒利用者による運営を目指す
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「やってみたいこと」（12月アンケート結果）について

提案１ コミュニティ通貨「まちのコイン」の活用（今井雄也さん）

提案２ 交流の場となる福祉拠点をＳＤＣに設けること（田中元介さん）

提案３ 団体活動スケジュールが集まった印刷物の発行（中村ふみよさん）

提案４ 麻生の花紀行（宮河悦子さん）

提案５ 麻生電力の創設（〃）

・ 若い世 代へ繋ぐ事 が課 題
・ 市 団 体同 の懇 親会 や、市  団 体の合 同説明会が あっ ても面白 い
・ 一度体 験に来てほ しい
・ 次世代 への引き継 ぎが 難しい
・ 団体任 せにしない 地域 の取組 が課 題
・ 「宣伝 力」「アピ ール 」「動 機付 け」が 必要
・ 縛ら れすぎずに 新し く何か 活動 をしたいと いう人 とうまく マッ チン
グ できれ ば、さらに 発展 の可能 性が あると 感じた。
・ 「新た に参加する 人と 繋ぐ」 「お 金やノ ウハウと繋 げる 」と言う 意
味 での繋 がり方を考 える ことが 重要 である と思う
・ 後継者 探しが困難 な印 象だっ た
・ 今まで のように時 間が ある人 が携 わるボ ランティア では 回らない

ソーシャルデザインセンターに必要な機能（案）

・一歩 目を踏み出せる 人は少ない
・参加 者を増やすため には「価値の提案 」「困りごとの 解決」が 必
要
・自然 に参加できる雰 囲気（が必要）
・参加 していない理由 は「見返りがない 」「何かしらメ リットが な
い」
・仕事 中心の人達は、 時間がさけない
・自分 が参加したい取 組がわかりづらい
・参加 の見返りとして グッズなどの「モ ノ」や、「コト 」参加す る
ことで たのしいとか何 かえるものがある といいのでは
・知り 合いに声をかけ てもらえると参加 してみようと思 うのでは
・「楽 しさ」「やりが い」が重要
・瀬在 的な層の発掘
・参加 しない理由は、 関心がない、困っ ていることがな い
・拘束 されたくない。
・あま り負担がかから ないような仕組み 作りが大切 だと 思う

オンラインでの関係づくり

・オ ンラインに ついて、 場所も 選ばず、 移動 時間も 節約 でき るメリ ット があるが、
シニ ア世代が取 り残さ れるのが心 配。
・何 のためにつ ながる のか、困っ たと きにス ムー ズにつながりあ える関係 をつく
るた めに、日ご ろから ちょっとし たつ ながり があ ることが必要
・オ ンライン単 独だと 参加しにく いが 、リア ルと オンラインの両 立、ハイ ブリッ
ド型 でやってい くとか 。
・高 齢者へ伝わ るよう な教え方が 出来 ていな い。
・家 にこもりが ちな高 齢者等とア クセ スでき るイ ンターフェース の開発な どどこ
かが やってくれ たらよ い。
・お 試しオンラ イン体 験などでき たら よい。

新たな参加を促す機能

・見 えている課 題のみ ならず、 潜在的 な課題を引 き出 し、解決す る力が求めら れると 思う 。
・若 い世代の人 や学生 とコラボ してみ ることも課 題解 決の一つに なるかな とも 感じた 。
・団 体任せにし ない地 域の取組 が課題

・団 体が団体を呼ぶ、 人が人を呼 ぶと 考えて いる。市  団体同 の懇 親会 や、市  団体の 合同
説明 会があっても面白 いと思った 。
・Ｓ ＤＣが出来た場合 には、積極 的な 団体同 士の 交流 を促し、企 業の ご紹 介等も 含め積極 的に
行っ ていきたい。その 為には、や はり 「地域 を知る」 だと思う。 まち のひ ろばの 視察はこ れで
終わ らせず、有志で継 続していく べき だと思 う
・区 には素晴らしい人 材・資源があり 、繋がったらす ごいことに なる と思 った。
・す でに「まちのひろ ば」は十分 にあ り、ま た多様か つどこも今 は活 気が あった 。次は、 これ
らを いかに繋いでいけ るのか、と 言う ことだ ろう。ま た、繋ぐと は、 一つ でなく 、細分化 出来
るこ とも気付けた。参 加者の最初 のイ メージ は、「活 動している 人同 士を 繋ぐ」 ことだっ たの
では ないかと思うが、 ここは、す でに 繋がり もあり、 ライングル ープ も創 られて いる。そ うな
ると 、「新たに参加す る人と繋ぐ 」「 お金や ノウハウ と繋げる」 と言 う意 味での 繋がり方 を考
える ことが重要である と思う
・シ ニア主体の活動と 若者主体の活動 をどう共生する のかという 点に つい て、ど うし ても 活動
が似 たような団体で 固ま ってし まい 、シ ニア はシニ ア、 若者 は若者 、福祉分 野は福祉分 野な ど、
各団 体で敷居のような ものを作っ てし まって いるよう に思う。そ うし た敷 居をい きなり取 り払
うの は難しいので、ゆ るく連帯できる ような仕組みを 考えられた ら良 いと 思った 。
・活 動年数が い団体 は若い世代 へ繋 ぐ事が 課題で、 活動年数が 浅い 団体 は地域 に交流す る事
が課 題であり、ＳＤＣ にはコーデ ィネ ーター が不可欠 であり情報 を広 く伝 える支 援機関が 重要
だと 感じた。
・Ｓ ＤＣを情報空間と 物理空間に 設け ること を検討し てほしい。 情報 空間 では麻 生区内で 通用
する 麻生通貨を作り、 物理空間に麻生 区版のプロボノ チームを作 りた い。
・Ｓ ＤＣには施設や 活動 同士、 また 区 と結 びつけ る役割を 担って くれるこ とを期待し てい る。

・ＳＤ Ｃが出 来た場合に は、 積極的な団 体同士 の交流を 促し、企業のご 紹介 等も
含め積 極的に 行っていき たい 。その為に は、や はり「地 域を知る」だと 思う 。ま
ちのひ ろばの 視察はこれ で終 わらせず、 有志で 継続して いくべきだと思 う
・麻生 区にこ んなにも沢 山の 資源がある ことは 素晴らし い財産だと思う
・活動 してい る方々の高 齢化 や、情報発 信のや り方につ いての 課題も見 えて きた
と考え る
・幅広 い世代 に情報が到 達し てない事な ど課題 もたくさ んあることがわ かっ た
・各ひ ろば紹 介の動画サ イト 等があった ら多く の人に知 っていただける ので はと
思った
・活動 年数が  い団体は 若い 世代へ繋ぐ 事が課 題で、活 動年数が浅い団 体は 地域
に交流 する事 が課題であ り、 ＳＤＣには コーデ ィネータ ーが不可欠であ り情 報を
広く伝 える支 援機関が重 要だ と感じた
・それ ぞれの 活動に寄り 添い ながらの〔 広報・ 資金・人 材育成 〕の支援 の必 要性
もあり 、その 仕組みを各 機関 が連携をと りつつ 考えられ ないかと感じた
・参加 しない 理由は「情 報が 少ない」「 活動し ているこ とを知らない」 「地 域活
動のイ メージ が固い」
・地域 活動の 楽しさを知 って もらう。価 値提示 が大事
・情報 発信
・「知 らない 」HP で広報して いても 伝わっていない
・粘り 強く広 報活動をす る

・視察 を通して、 自分 が言い出し たから には 、活動 に責 任を 持つ ことが 大切 だと 感じた。
・それ ぞれの活動 に寄 り添い なが らの〔 広報 ・資金 ・人 材育 成〕 の支援 の必 要性 もあり、そ
の仕組 みを各機関 が連 携をと りつ つ考え られ ないか と感 じた 。

課題解決機能

活動支援機能

コーディネート・マッチング機能

既存団体間ネットワーク構築機能

情報収集・提供機能

・ＳＤＣが出来 た場 合には、積 極的な団体 同士の 交流を促 し、企 業の ご紹 介等 も含め 積極 的に行っ ていき たい。そ の為に は、やは り「 地域を知る 」だ と思 う。ま ちの ひ
ろばの視察はこ れで 終わらせず 、有志で継 続して いくべき だと思 う
・若い世代の人 や学 生とコラボ してみるこ とも課 題解決の 一つに なる かな とも 感じた 。縛 られすぎ ずに新 しく何か 活動を したいと いう 人とうまく マッ チン グでき れば 、
さらに発展の可 能性 があると感 じた。
・区には素晴ら しい 人材・資源 があり、繋 がった らすごい ことに なると思 った。
・すでに「まち のひ ろば」は十 分にあり、 また多 様かつど こも今 は活 気が あった。次 は、 これらを いかに 繋いでい けるの か、と言 うこ とだろう。 また 、繋 ぐとは 、一 つ
でなく、細分化 出来 ることも気 付けた。参 加者の 最初のイ メージ は、 「活 動している 人同 士を繋ぐ 」こと だったの ではな いかと思 うが 、ここは、 すで に繋 がりも あり 、
ライングループ も創 られている 。そうなる と、「 新たに参 加する 人と 繋ぐ 」「お金や ノウ ハウと繋 げる」 と言う意 味での 繋がり方 を考 えることが 重要 であ ると思 う
・活動年数が い団 体は若い世 代へ繋ぐ事 が課題 で、活動 年数が 浅い 団体 は地域に交 流す る事が課 題であ り、ＳＤ Ｃには コーディ ネー ターが不可 欠で あり 情報を 広く 伝
える支援機関が 重要 だと感じた 。
・ＳＤＣには施 設や 活動同 、 また区 と結びつ ける役割 を担っ てく れる ことを期待 して いる。
これらの団体（ 特に 町内会）に 対してICTをサポー ト・ アドバ イス でき るような人 材がいるとよ いと思う。

人材育成機能

・Ｓ ＤＣを 情報 空間 と物 理空間 に設ける ことを検討して ほし い。
情報 空間で は麻 生区内で通 用す る麻生 通貨 を作り 、物 理空 間に
麻生 区版の プロ ボノチーム を作 りたい 。
・そ れぞれ の活 動に寄り添 いな がらの 〔広 報・資 金・ 人材 育
成〕 の支援 の必 要性もあり 、そ の仕組 みを 各機関 が連 携を とり
つつ 考えら れな いかと感じ た。
・こ れらの団体 （特に町内 会） に対し てICTを サポ ート ・アド
バイ スできるよ うな人材が いる とよい と思 う。

個人 ・団体の活動を応 援

個人と団体を
つなぐ

団体同士を
つなぐ

団体 の活性化

個人と団体を
つなぐ

団体 の活性化

これからの進め方

・
５
月
以
降
の
検
討
体
制
（
分
科
会
）
案
提
示

・
麻
生
区
Ｓ
Ｄ
Ｃ
に
必
要
な
機
能
の
認
識
共
有

4/25本日

・
麻
生
区
Ｓ
Ｄ
Ｃ
に
必
要
な
機
能
の
提
示

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１

終
了

内容確認いただきます ＳＴＥＰ２での検討体制に関
して御意見をいただきます
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具体的な機能実施の方法を検討

今後のスケジュール（案）

モデル事業実施組織の検討

麻生区ＳＤＣモデル実施

モデル検証

麻生区ＳＤＣ本格実施

5/23
~

Ｒ３
年度中・麻生区ＳＤＣに必要な機能の共有

・検討体制（分科会）案提示
4/25

ステップ１で麻生区ＳＤＣに求める機能等を共有し、
ステップ２において具体化に向けた検討を行います

ＳＴＥＰ２

モデル事業実施内容の決定

・若い世代へ繋ぐ事が課題
・市 団体同 の懇親会や、市 団体の合同説明会があっても面白い
・一度体験に来てほしい
・次世代への引き継ぎが難しい
・団体任せにしない地域の取組が課題
・「宣伝力」「アピール」「動機付け」が必要
・ 縛られすぎずに新しく何か活動をしたいという人とうまくマッチ
ングできれば、さらに発展の可能性があると感じた。
・「新たに参加する人と繋ぐ」「お金やノウハウと繋げる」と言う意
味での繋がり方を考えることが重要であると思う
・後継者探しが困難な印象だった
・今までのように時間がある人が携わるボランティアでは回らない

ソーシャルデザインセンターに必要な機能（案）

・一歩目を踏み出せる人は少ない
・参加者を増やすためには「価値の提案」「困りごとの解決」が必
要
・自然に参加できる雰囲気（が必要）
・参加していない理由は「見返りがない」「何かしらメリットがな
い」
・仕事中心の人達は、時間がさけない
・自分が参加したい取組がわかりづらい
・参加の見返りとしてグッズなどの「モノ」や、「コト」参加する
ことでたのしいとか何かえるものがあるといいのでは
・知り合いに声をかけてもらえると参加してみようと思うのでは
・「楽しさ」「やりがい」が重要
・瀬在的な層の発掘
・参加しない理由は、関心がない、困っていることがない
・拘束されたくない。
・あまり負担がかからないような仕組み作りが大切だと思う

⑤ オンラインでの関係づくり

・オンラインについて、場所も選ばず、移動時間も節約できるメリットがあるが、
シニア世代が取り残されるのが心配。
・何のためにつながるのか、困ったときにスムーズにつながりあえる関係をつく
るために、日ごろからちょっとしたつながりがあることが必要
・オンライン単独だと参加しにくいが、リアルとオンラインの両立、ハイブリッ
ド型でやっていくとか。
・高齢者へ伝わるような教え方が出来ていない。
・家にこもりがちな高齢者等とアクセスできるインターフェースの開発などどこ
かがやってくれたらよい。
・お試しオンライン体験などできたらよい。

① 新たな参加を促す機能

・見えている課題のみならず、潜在的な課題を引き出し、解決
する力が求められると思う。
・若い世代の人や学生とコラボしてみることも課題解決の一つ
になるかなとも感じた。
・団体任せにしない地域の取組が課題

・団体が団体を呼ぶ、人が人を呼ぶと考えている。市 団体同 の懇親会や、市 団体の合同
説明会があっても面白いと思った。
・ＳＤＣが出来た場合には、積極的な団体同士の交流を促し、企業のご紹介等も含め積極的に
行っていきたい。その為には、やはり「地域を知る」だと思う。まちのひろばの視察はこれで
終わらせず、有志で継続していくべきだと思う
・区には素晴らしい人材・資源があり、繋がったらすごいことになると思った。
・すでに「まちのひろば」は十分にあり、また多様かつどこも今は活気があった。次は、これ
らをいかに繋いでいけるのか、と言うことだろう。また、繋ぐとは、一つでなく、細分化出来
ることも気付けた。参加者の最初のイメージは、「活動している人同士を繋ぐ」ことだったの
ではないかと思うが、ここは、すでに繋がりもあり、ライングループも創られている。そうな
ると、「新たに参加する人と繋ぐ」「お金やノウハウと繋げる」と言う意味での繋がり方を考
えることが重要であると思う
・シニア主体の活動と若者主体の活動をどう共生するのかという点について、どうしても活動
が似たような団体で固まってしまい、シニアはシニア、若者は若者、福祉分野は福祉分野など、
各団体で敷居のようなものを作ってしまっているように思う。そうした敷居をいきなり取り払
うのは難しいので、ゆるく連帯できるような仕組みを考えられたら良いと思った。
・活動年数が い団体は若い世代へ繋ぐ事が課題で、活動年数が浅い団体は地域に交流する事
が課題であり、ＳＤＣにはコーディネーターが不可欠であり情報を広く伝える支援機関が重要
だと感じた。
・ＳＤＣを情報空間と物理空間に設けることを検討してほしい。情報空間では麻生区内で通用
する麻生通貨を作り、物理空間に麻生区版のプロボノチームを作りたい。
・ＳＤＣには施設や活動同士、また区 と結びつける役割を担ってくれることを期待している。

・ＳＤＣが出来た場合には、積極的な団体同士の交流を促し、企業のご紹介等も
含め積極的に行っていきたい。その為には、やはり「地域を知る」だと思う。ま
ちのひろばの視察はこれで終わらせず、有志で継続していくべきだと思う
・麻生区にこんなにも沢山の資源があることは素晴らしい財産だと思う
・活動している方々の高齢化や、情報発信のやり方についての課題も見えてきた
と考える
・幅広い世代に情報が到達してない事など課題もたくさんあることがわかった
・各ひろば紹介の動画サイト等があったら多くの人に知っていただけるのではと
思った
・活動年数が い団体は若い世代へ繋ぐ事が課題で、活動年数が浅い団体は地域
に交流する事が課題であり、ＳＤＣにはコーディネーターが不可欠であり情報を
広く伝える支援機関が重要だと感じた
・それぞれの活動に寄り添いながらの〔広報・資金・人材育成〕の支援の必要性
もあり、その仕組みを各機関が連携をとりつつ考えられないかと感じた
・参加しない理由は「情報が少ない」「活動していることを知らない」「地域活
動のイメージが固い」
・地域活動の楽しさを知ってもらう。価値提示が大事
・情報発信
・「知らない」HPで広報していても伝わっていない
・粘り強く広報活動をする

・視察を通して、自分が言い出したからには、活動に責任を持つことが大切だと感じた。
・それぞれの活動に寄り添いながらの〔広報・資金・人材育成〕の支援の必要性もあり、
その仕組みを各機関が連携をとりつつ考えられないかと感じた。

⑧ 調査・研究機能

⑦ 相談・活動支援機能

④ コーディネート・マッチング機能

③ 既存団体間ネットワーク構築機能

② 情報収集・提供機能

・ＳＤＣが出来た場合には、積極的な団体同士の交流を促し、企業のご紹介等も含め積極的に行っていきたい。その為には、やはり「地域を知る」だと思う。まちのひ
ろばの視察はこれで終わらせず、有志で継続していくべきだと思う
・若い世代の人や学生とコラボしてみることも課題解決の一つになるかなとも感じた。縛られすぎずに新しく何か活動をしたいという人とうまくマッチングできれば、
さらに発展の可能性があると感じた。
・区には素晴らしい人材・資源があり、繋がったらすごいことになると思った。
・すでに「まちのひろば」は十分にあり、また多様かつどこも今は活気があった。次は、これらをいかに繋いでいけるのか、と言うことだろう。また、繋ぐとは、一つ
でなく、細分化出来ることも気付けた。参加者の最初のイメージは、「活動している人同士を繋ぐ」ことだったのではないかと思うが、ここは、すでに繋がりもあり、
ライングループも創られている。そうなると、「新たに参加する人と繋ぐ」「お金やノウハウと繋げる」と言う意味での繋がり方を考えることが重要であると思う
・活動年数が い団体は若い世代へ繋ぐ事が課題で、活動年数が浅い団体は地域に交流する事が課題であり、ＳＤＣにはコーディネーターが不可欠であり情報を広く伝
える支援機関が重要だと感じた。
・ＳＤＣには施設や活動同 、また区 と結びつける役割を担ってくれることを期待している。
これらの団体（特に町内会）に対してICTをサポート・アドバイスできるような人材がいるとよいと思う。

⑥ 人材育成機能

・ＳＤＣを情報空間と物理空間に設けることを検討してほしい。情報空間では麻生区
内で通用する麻生通貨を作り、物理空間に麻生区版のプロボノチームを作りたい。
・それぞれの活動に寄り添いながらの〔広報・資金・人材育成〕の支援の必要性もあ
り、その仕組みを各機関が連携をとりつつ考えられないかと感じた。
・これらの団体（特に町内会）に対してICTをサポート・アドバイスできるような人
材がいるとよいと思う。

個人・団体の活動を応援

個人と団体を
つなぐ

団体同士を
つなぐ

団体の活性化

個人と団体を
つなぐ

団体の活性化

ニーズの掘り起こし

既存団体間ネット
ワーク構築機能

コーディネート・
マッチング機能

情報収集
・提供機能

オンラインで
の関係づくり

人材育成機能

調査・研究
機能

相談・活動
支援機能

新たな参加を
促す機能
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本日のグループワークについて

議題１

提示した機能以外に考えられる機能、足りない機能があるか確認ください

議題２

令和３年度中にＳＤＣモデル実施を行うことを見据えて、優先的に検討するべき機
能をグループで話しあってください。

最大３つ、優先順位をつけていただき、理由も含めて発表ください。



・若い世代へ繋ぐ事が課題
・市 団体同 の懇親会や、市 団体の合同説明会があっても面白い
・一度体験に来てほしい
・次世代への引き継ぎが難しい
・団体任せにしない地域の取組が課題
・「宣伝力」「アピール」「動機付け」が必要
・ 縛られすぎずに新しく何か活動をしたいという人とうまくマッチン
グできれば、さらに発展の可能性があると感じた。
・「新たに参加する人と繋ぐ」「お金やノウハウと繋げる」と言う意
味での繋がり方を考えることが重要であると思う
・後継者探しが困難な印象だった
・今までのように時間がある人が携わるボランティアでは回らない

ソーシャルデザインセンターに必要な機能（案）

・一歩目を踏み出せる人は少ない
・参加者を増やすためには「価値の提案」「困りごとの解決」が必
要
・自然に参加できる雰囲気（が必要）
・参加していない理由は「見返りがない」「何かしらメリットがな
い」
・仕事中心の人達は、時間がさけない
・自分が参加したい取組がわかりづらい
・参加の見返りとしてグッズなどの「モノ」や、「コト」参加する
ことでたのしいとか何かえるものがあるといいのでは
・知り合いに声をかけてもらえると参加してみようと思うのでは
・「楽しさ」「やりがい」が重要
・瀬在的な層の発掘
・参加しない理由は、関心がない、困っていることがない
・拘束されたくない。
・あまり負担がかからないような仕組み作りが大切だと思う

⑤ オンラインでの関係づくり

・オンラインについて、場所も選ばず、移動時間も節約できるメリットがあるが、
シニア世代が取り残されるのが心配。
・何のためにつながるのか、困ったときにスムーズにつながりあえる関係をつく
るために、日ごろからちょっとしたつながりがあることが必要
・オンライン単独だと参加しにくいが、リアルとオンラインの両立、ハイブリッ
ド型でやっていくとか。
・高齢者へ伝わるような教え方が出来ていない。
・家にこもりがちな高齢者等とアクセスできるインターフェースの開発などどこ
かがやってくれたらよい。
・お試しオンライン体験などできたらよい。

① 新たな参加を促す機能

・見えている課題のみならず、潜在的な課題を引き出し、解決
する力が求められると思う。
・若い世代の人や学生とコラボしてみることも課題解決の一つ
になるかなとも感じた。
・団体任せにしない地域の取組が課題

・団体が団体を呼ぶ、人が人を呼ぶと考えている。市 団体同 の懇親会や、市 団体の合同
説明会があっても面白いと思った。
・ＳＤＣが出来た場合には、積極的な団体同士の交流を促し、企業のご紹介等も含め積極的に
行っていきたい。その為には、やはり「地域を知る」だと思う。まちのひろばの視察はこれで
終わらせず、有志で継続していくべきだと思う
・区には素晴らしい人材・資源があり、繋がったらすごいことになると思った。
・すでに「まちのひろば」は十分にあり、また多様かつどこも今は活気があった。次は、これ
らをいかに繋いでいけるのか、と言うことだろう。また、繋ぐとは、一つでなく、細分化出来
ることも気付けた。参加者の最初のイメージは、「活動している人同士を繋ぐ」ことだったの
ではないかと思うが、ここは、すでに繋がりもあり、ライングループも創られている。そうな
ると、「新たに参加する人と繋ぐ」「お金やノウハウと繋げる」と言う意味での繋がり方を考
えることが重要であると思う
・シニア主体の活動と若者主体の活動をどう共生するのかという点について、どうしても活動
が似たような団体で固まってしまい、シニアはシニア、若者は若者、福祉分野は福祉分野など、
各団体で敷居のようなものを作ってしまっているように思う。そうした敷居をいきなり取り払
うのは難しいので、ゆるく連帯できるような仕組みを考えられたら良いと思った。
・活動年数が い団体は若い世代へ繋ぐ事が課題で、活動年数が浅い団体は地域に交流する事
が課題であり、ＳＤＣにはコーディネーターが不可欠であり情報を広く伝える支援機関が重要
だと感じた。
・ＳＤＣを情報空間と物理空間に設けることを検討してほしい。情報空間では麻生区内で通用
する麻生通貨を作り、物理空間に麻生区版のプロボノチームを作りたい。
・ＳＤＣには施設や活動同士、また区 と結びつける役割を担ってくれることを期待している。

・ＳＤＣが出来た場合には、積極的な団体同士の交流を促し、企業のご紹介等も
含め積極的に行っていきたい。その為には、やはり「地域を知る」だと思う。ま
ちのひろばの視察はこれで終わらせず、有志で継続していくべきだと思う
・麻生区にこんなにも沢山の資源があることは素晴らしい財産だと思う
・活動している方々の高齢化や、情報発信のやり方についての課題も見えてきた
と考える
・幅広い世代に情報が到達してない事など課題もたくさんあることがわかった
・各ひろば紹介の動画サイト等があったら多くの人に知っていただけるのではと
思った
・活動年数が い団体は若い世代へ繋ぐ事が課題で、活動年数が浅い団体は地域
に交流する事が課題であり、ＳＤＣにはコーディネーターが不可欠であり情報を
広く伝える支援機関が重要だと感じた
・それぞれの活動に寄り添いながらの〔広報・資金・人材育成〕の支援の必要性
もあり、その仕組みを各機関が連携をとりつつ考えられないかと感じた
・参加しない理由は「情報が少ない」「活動していることを知らない」「地域活
動のイメージが固い」
・地域活動の楽しさを知ってもらう。価値提示が大事
・情報発信
・「知らない」HPで広報していても伝わっていない
・粘り強く広報活動をする

・視察を通して、自分が言い出したからには、活動に責任を持つことが大切だと感じた。
・それぞれの活動に寄り添いながらの〔広報・資金・人材育成〕の支援の必要性もあり、そ
の仕組みを各機関が連携をとりつつ考えられないかと感じた。

⑧ 調査・研究機能

⑦ 相談・活動支援機能

④ コーディネート・マッチング機能

③ 既存団体間ネットワーク構築機能

② 情報収集・提供機能

・ＳＤＣが出来た場合には、積極的な団体同士の交流を促し、企業のご紹介等も含め積極的に行っていきたい。その為には、やはり「地域を知る」だと思う。まちのひ
ろばの視察はこれで終わらせず、有志で継続していくべきだと思う
・若い世代の人や学生とコラボしてみることも課題解決の一つになるかなとも感じた。縛られすぎずに新しく何か活動をしたいという人とうまくマッチングできれば、
さらに発展の可能性があると感じた。
・区には素晴らしい人材・資源があり、繋がったらすごいことになると思った。
・すでに「まちのひろば」は十分にあり、また多様かつどこも今は活気があった。次は、これらをいかに繋いでいけるのか、と言うことだろう。また、繋ぐとは、一つ
でなく、細分化出来ることも気付けた。参加者の最初のイメージは、「活動している人同士を繋ぐ」ことだったのではないかと思うが、ここは、すでに繋がりもあり、
ライングループも創られている。そうなると、「新たに参加する人と繋ぐ」「お金やノウハウと繋げる」と言う意味での繋がり方を考えることが重要であると思う
・活動年数が い団体は若い世代へ繋ぐ事が課題で、活動年数が浅い団体は地域に交流する事が課題であり、ＳＤＣにはコーディネーターが不可欠であり情報を広く伝
える支援機関が重要だと感じた。
・ＳＤＣには施設や活動同 、また区 と結びつける役割を担ってくれることを期待している。
これらの団体（特に町内会）に対してICTをサポート・アドバイスできるような人材がいるとよいと思う。

⑥ 人材育成機能

・ＳＤＣを情報空間と物理空間に設けることを検討してほしい。情報空間では麻生区
内で通用する麻生通貨を作り、物理空間に麻生区版のプロボノチームを作りたい。
・それぞれの活動に寄り添いながらの〔広報・資金・人材育成〕の支援の必要性もあ
り、その仕組みを各機関が連携をとりつつ考えられないかと感じた。
・これらの団体（特に町内会）に対してICTをサポート・アドバイスできるような人
材がいるとよいと思う。

個人・団体の活動を応援

個人と団体を
つなぐ

団体同士を
つなぐ

団体の活性化

個人と団体を
つなぐ

団体の活性化

ニーズの掘り起こし


